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２月２２日

（日）

レビ記

２５章

「もし同胞が貧しく、自分で生計を立てることができないとき

は、寄留者ないし滞在者を助けるようにその人を助け、共に

生活できるようにしなさい」（３５節）。25 章は「愛神愛隣」の戒

めの具体。信仰は「わたしの救い」にとどまらない。隣人と神

の恵みを分かち「共に生活していく」ためのもの。今朝の主日

礼拝が、新しい一週間を隣人と共に生きる力となるように。

２３日

（月）

レビ記

２６章

「わたしはあなたたちのただ中にわたしの住まいを置き、…

巡り歩き、あなたたちの神となり、あなたたちはわたしの民と

なる」（１２節）。パウロはこの御言葉をうけて「わたしたちは生

ける神殿である」とコリント教会に語りかけた（Ⅱコリ 6：16）。荒

れ野のような世界だけれど、「私たちのただ中に住む！」と語

る方に励まされて、今日、神を賛美して過ごせますように。

２４日

（火）

レビ記

２７章

「土地から取れる収穫量の十分の一は、穀物であれ、果実

であれ、主のものである。それは聖なるもので主に属す」（３

０節）。まず神の国と神の義を求め、神のものを神のものとし

ていく。わたしが手にしている多くの恵みを「主のもの」として

感謝してお返ししていく。この世界に「主のもの」が増えていく

ことで、私たちの間の争いが少しでも減るとよいのだけれど。

２５日

（水）

民数記

１章

「イスラエルの人々の共同体全体の人口調査をしなさい。氏

族ごとに、家系に従って、男子全員を一人一人点呼し、戸籍

登録をしなさい」（２節）。どの氏族に属し、誰の血を引いてい

るのかが、その人の存在意義として大切にされた旧約の時

代。「あなたがたはキリストのもの、約束の相続人」（ガラテヤ

3：29）と呼ばれる、新約の時代を生きる恵みを覚えたい。
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２６日

（木）

民数記

２章

「イスラエルの人々は、それぞれ家系の印を描いた旗を掲げ

て…臨在の幕屋の周りに…宿営する」（２節）。臨在の幕屋の

周り、東西南北に三部族ずつが配置されて宿営した。彼らの

中心に臨在の幕屋があり、礼拝が彼らを「イスラエル」（創世

記 32：29）として立てたこと、礼拝を忘れたならばたちまち「イ

スラエル」として存在意義を失うものとなることを覚えたい。

２７日

（金）

民数記

３章

「あなたはレビ人をイスラエルの人々のすべての長子の代わ

りに…わたしのものとしなさい。わたしは主である」（４１節）。

レビ人は昼も夜も、礼拝のともし火（祈り）をささげる祭司の務

めを担った。今日、私たち教会は「祭司、神のものとされた

民」として、暗闇の中から驚くべき光の中に招き入れてくださ

った方を広く伝える役割をいただいている（Ⅰペトロ 2：９）。

２８日

（土）

民数記

４章

「モーセ、アロンおよびイスラエルの指導者たちが氏族ごと

に、家系に従って登録したレビ人は…」（４６節）。レビ人は、

三つの氏族ごとに臨在の幕屋での作業内容が細々と決めら

れたが、それは「死を招くことがないため」（20 節）だった。神

の前に立つ礼拝は「死の緊張」を伴うもの。主イエスが十字架

に向かう愛は、この緊張から生まれていることを覚えたい。

３月１日

（日）

民数記

５章

「わたしがそのただ中に住んでいる宿営を汚してはならない」

（３節）。イスラエルの人々の中の汚れたものをことごとく宿営

の外に出せと、主がモーセに仰せになった言葉。宿営は神が

住んでいる場所だからだと言う。仕方なく重い皮膚病にかか

ってしまった者たちへの差別のように感じる。しかし、主イエス

は彼らにも触れられて癒やされたことを覚えたい。
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